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1ページ 巻頭言　「伝え方ひとつで変わる環境」
DO-IT Japan サブディレクター 巌淵　守
2008年度DO-IT Japanのキーワードは「表現する」。それは伝え方ひとつで相手の理解が変わることを意味する。

大学受験、そして入学後や社会へ出ていく機会を通じて、DO-IT Japanに参加する若者たちは自らを表現し、社会に働きかける。その際、自身の能力を存分に発揮するためにフェアな環境を適切に提案できるか、それが彼らの成功を左右しかねない。

例えば、大学受験における特別措置申請について、書類の書き方ひとつで得られる結果には大きな違いが生まれる。不十分な説明で配慮を待ち望んでいるだけでは大学側の理解は得られにくい。自分の障害の特徴を説明できるか、何がどの程度困難なのかを具体例とともに示せるか、求める特別措置の必要性とその合理性を障害との関連とともに説明できるかなど、こちらから相手を納得させる努力と工夫が欠かせない。

そこで参加者たちは自らの障害について見つめなおす。客観的に困難を理解し、その解決法について考える。解決方法がわかれば、自らの可能性が見えてくる。そして次のステップにつながる。

困難の中には、個人の努力だけでは解決できないこともある。ならばそれを共に考え、理解する仲間を増やせばよい。DO-IT Japanの重要な使命は、彼らとともに彼らの可能性を社会に伝え、環境を変えていくことである。
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2ページ　DO-ITとは
DO-IT?
日本にどれくらい障害のある学生がいるかご存知ですか？

日本における学生全体に占める障害のある学生の比率＝0.17％

[出典]日本学生支援機構(2008)

実はこんなに少ないんです

例えばアメリカではどうでしょう？

アメリカにおける学生全体に占める障害のある学生の比率＝11％

[出典]ES国立教育統計センター(2005)

障害のあるひとたちの進学状況について、日本は大きく遅れています

DO-IT Japanは日本において障害のある高校生や高卒者を支援するプログラムです

Disabilities（障害）

Opportunities（機会）

Internetworking（インターネット活用）

Technology（テクノロジー）

それぞれの頭文字を取ってDO-IT

DO-IT 5つのテーマ

DO-IT Japanの大学体験プログラムでは、大学の講義に参加することに加えて、通学、宿泊、企業訪問、参加者との交流など、様々な活動の中で、「自ら考え、選択する」機会を得ながら、大学進学に役立つ次の5つのテーマについて「理論」と「実践・体験」の両面から学びます。

ITスキルの習得

障害の理解

コミュニケーションの技法

大学を知る

暮らしのイメージをつかむ

オンライン・メンタリング

夏季の大学体験プログラム後は、オンラインメンタリング（インターネットを通じた先輩や専門家からの助言）のメーリングリスト、ならびにDO-IT JapanのSNSサイト(※)を通じて、引き続き進学、就職、テクノロジー利用等に関する相談や支援を受けることができます。

(※) Windows Live Spaceを利用
Process
April：募集

パンフレットと応募要領の配布、Webからのダウンロード

参加希望者は応募書類推薦書同意書を作成

May：応募

5月1日から31日までの1ヶ月

June：審査

応募書類に基づき、審査委員会によって参加者を選考

June：合否発表

12名がスカラーに選出

June：スカラーへの事前ヒアリング

生活の様子、医療的ケア、勉強、コンピューターの利用、障害のことなどについて事前にヒアリング

July：大学体験プログラム

5日間親元を離れ、大学の体験、企業での実際の就労状況の見学、テクノロジー利用法の学習、障害のある当事者同士のコミュニケーションなどを学ぶ

August：オンラインメンタリング開始

スカラーは無償で貸し出されたコンピューターを通じて、今後ともDO-IT Japanと連絡を取り合う

これによって学業や将来の就業に関する情報交換し、自らの成長につなげてゆく

to be continued...
DO-IT Japan スカラー Data

スカラーの障害内訳

2007年度スカラー：11名

2008年度スカラー：12名

肢体不自由：14名

発達障害：3名

視覚障害：2名

聴覚障害：2名

高次脳機能障害：2名

スカラーの出身地

2008年度：群馬県、埼玉県、東京都、千葉県、愛知県、広島県、佐賀県

2007年度以前：北海道、茨城県、滋賀県、岡山県、広島県、福岡県

４ページ　日程表
【リード文】

大学体験プログラム　2008年7月23日から27日

かけがえのない仲間に出会うことができ、夢も広がりました
2008年度スカラースケジュール
7月23日水曜日＜東京大学先端科学技術研究センター3号館中2階＞

14:00～14:30
レジストレーション

14:30～15:40
高校生参加者と家族へ向けたガイダンス

ITと障害、DO-IT Japanが目指すこと

中邑賢龍（東京大学先端科学技術研究センター教授）

巖淵　守（東京大学先端科学技術研究センター特任准教授）

15:40～16:00
休憩

16:00～17:30
レセプション

オープニングスピーチ

平尾公彦（東京大学副学長）

大井川和彦（マイクロソフト株式会社執行役常務）

司会

宮野健次郎（東京大学先端科学技術研究センター所長）

（家族参加はここまで可能）

17:30～
ホテルに戻る、チェックイン

7月24日木曜日＜10:00～16:20　マイクロソフト株式会社＞

ホテル出発、マイクロソフト株式会社へ向け移動

10:00～10:30
講義（5FセミナーB室)

「マイクロソフトのITを通じた企業市民活動、ITで活躍する人々」

大島友子（マイクロソフト株式会社）

10:30～12:15
IT利用入門（5FセミナーB室)「パソコン・支援機器導入」

スピーチ

垣内良規（富士通デザイン株式会社執行役）

実習

「障害のある人のパソコン利用と最新の支援テクノロジー」

畠山卓郎（早稲田大学教授）

渡辺崇史（日本福祉大学准教授）

河野俊寛（金沢大学人間社会学域学校教育学類付属特別支援学校教員）

奥山俊博（日本バリアフリー協会副代表）

大河内直之（東京大学先端科学技術研究センター特任研究員）

「思考の整理を助けるテクノロジー」（6階へ移動）

坂井聡（香川大学准教授）

近藤武夫（東京大学先端科学技術研究センター特任助教）

高田修一、木村佳代（マイクロソフト株式会社Microsoft Visio担当）

12:15～13:45
ランチセッション（5FセミナーA室）

スピーチ

加治佐俊一（マイクロソフト株式会社最高技術責任者(CTO)）

13:45～14:45
実習（5FセミナーB室）

「DO-IT Japanオンラインメンタリングについて」

「オンラインコミュニケーションに活用するWindows LIVE」

吉井直子（マイクロソフト株式会社）

14:45～15:30
講義（5FセミナーB室）

「パノラマ映像のオンライン会議を実現するLive Meeting」

桑原智宏（マイクロソフト株式会社）

15:30～15:45
休憩

15:45～16:15
グループに分かれてマイクロソフト社内見学

16:15～16:20
まとめ(5FセミナーB室)

16:20～
自由行動（夕食）、18:30までにホテルに戻る

18:30～20:30
イブニングトーク（京王プラザホテル40階 4021号室）

奥山葉月（NPO法人自立生活センター立川理事長）

7月25日金曜日＜東京大学先端科学技術研究センター　～12:00 3号館中2階／13:30～15:00 4号館 5階 524号室＞

9:30～9:40
朝の会　スケジュールの確認など

9:40～10:40
講義「人間の認知の危うさ」

渡辺克巳（東京大学先端科学技術研究センター准教授）

10:40～11:00
休憩

11:00～12:00
講義「社会・正義・ケア―『ことば』から『倫理』へ」

川本隆史（東京大学大学院教育学研究科教授）

12:00～13:30
昼食

13:30～15:00
ようこそトップランナー達のラボラトリーへ！

東京大学先端科学技術研究センター研究室見学

「ロボットで探る昆虫の感覚と脳と行動の不思議」

神崎亮平（東京大学先端科学技術研究センター教授）

安藤規泰（東京大学先端科学技術研究センター助教）

15:00～
自由行動、夕食

～20:30
ホテルに戻る

7月26日土曜日＜東京大学先端科学技術研究センター　～12:00 3号館中2階＞＜一般公開 東京大学先端科学技術研究センター 13:30～16:10 4号館2階／16:30～18:00 3号館中2階＞

9:30～9:40
朝の会　スケジュールの確認など

9:40～10:40
講義「家族から自立して生活する」

奥山俊博（日本バリアフリー協会副代表）

10:40～11:00
休憩

11:00～12:00
講義「障害を理解する　～バリアフリーとフェアネス～」

星加良司（東京大学先端科学技術研究センター特任助教）、飯野由里子（東京大学先端科学技術研究センター特任助教）

12:00～13:30
昼食

13:30～14:30
一般公開セミナー

「大学入試センター試験における配慮の現状」

殿岡翼（全国障害学生支援センター代表）、岡耕平（東京大学先端科学技術研究センター特任助教）

14:30～14:45
休憩

14:45～16:10
一般公開パネルディスカッション「受験してはじめてわかる本当に必要な配慮」

話題提供者：

DO-IT Japan参加者が語る私たちの受験体験記

斎藤のぞみ／國光良／糸野未梨亜／小林春彦

フェアネスを科学的に考える

近藤武夫（東京大学先端科学技術研究センター特任助教）

発達障害のある学生にとっての選抜や評価のための試験とは

樋口一宗（文部科学省初等中等教育局特別支援教育調査官）

16:10～16:30
休憩・移動

16:30～18:00
交流会（一般参加可）（07年・08年度スカラー、特別聴講生との交流会）

18:00～
ホテルに戻る

19:30～2:00
ホテルミーティングルーム（40階 4021号室）集合

7月27日日曜日＜東京大学先端科学技術研究センター ～10:30 3号館中2階／10:50～ 4号館2階＞

9:45～10:30
振り返り、DO-IT Japanプログラム参加者のこれからについて

10:30～10:50
会場移動

10:50～11:50
（家族や特別聴講生はここから参加可能）

講義「どうすれば宇宙人とコミュニケーションできるか」

福島智（東京大学先端科学技術研究センター教授）

11:501～12:00
07年度スカラー合流

12:00～12:30
クロージングセレモニー
8ページ　2008年度スカラー「DO-IT Japanに参加して」
今回のプログラムを通じて、人と付き合うことに対して自信を持つことができました

市川樹
静岡県／高校生
DO-IT Japanのプログラムに参加して一番よかったと思ったことは、人とのコミュニケーションに慣れることができたことです。最初のうちは、スカラーのみんなともあまり話せなかったのですが、将来のことや悩みについて話し合ってよりしているうちに、少しずつ話せるようになってきました。

僕は障害のために会話が苦手で、これまで人とかかわることを避けてきましたが、今回のプログラムを通じて、人と付き合うことに対して自信を持つことができました。

自分で考えて行動したり、突然のトラブルに対応する訓練もできました。

DO-IT Japanのプログラム中、他の場所へ移動する時には、スカラーである自分達がルートを考えなくてはなりませんでした。しかし、自分達で目的地への行き方を考える中で、自分で問題を解決し、時には他の人と協力して考える力がつきました。

また、物理的な障害を持った人々と一緒に行動する中で、駅など、普段当たり前に利用している施設を違った目線から見られました。障害を持った人々のための設備やサービスを見たり、逆にそうした人々にとって不便ではないかと思うようなところも見つけました。

この経験を参考にして、今後社会が障害を持った人々のために解決していかなくてはならない課題にはどんなものがあるか、自分なりに考えていきたいと思います。

マイクロソフトや東大の技術や研究に触れられたのもいい経験になりました。Microsoft Visioをマイクロソフトで見せてもらいましたが、自分の考えをまとめるのにとても役立ちそうだと思いました。同大で見た、昆虫の行動を分析してロボットを作る研究も面白そうでした。こうした技術や研究に触れたことで、自分でも何かを作ってみたい、研究してみたいという気になりました。　夏季プログラムに参加して、相手に何かを伝えることなどへの自信がついた。それは、この先学びに集中するための配慮や思っていることを伝えたりすることへの足掛かりになっている。また、学んだ考え方・機器・経験を少しずつ自分の日常に生かし始めている。
面接のときに自身の障害などのことについて周りに伝えていきたいかなどと聞かれ、自信がついたらやりたいと答えていた覚えがある。その時は周りや社会を変えていくことはやってみたいがとても難しい理想以上のもののように感じていた。しかし今は小さな事なら出来るのではと、いつかやりたい理想として考えられるようになった。いつか他人のために何かできたらと思う。
～家族から～　市川泉

プログラムの最終日、参加した息子を迎えに行って驚きました。他の参加者の方に対して息子がぎこちないながらも「ため口」で話しています。本人が兄弟以外の相手にくだけた口調で話しているのを久しぶりに聞きました。

アスペルガー症候群という体質を持った息子は、コミュニケーションが苦手です。会話を始めても、うまくつなげていくことができません。相手との距離感をつかむことができないので、適切な話題や態度を選ぶことが難しいのです。そんな事情から生まれた自己防衛手段だったのでしょうか、息子は常に堅苦しい丁寧語で話すことを習慣にしていました。その、長い間かけて作られた厚い壁が5日間のプログラムで解消されたのです。これは期待をはるかに超えた成果でした。

DO-ITの活動は、参加者間のコミュニケーションという形でこれからも続くとうかがいました。今後もスタッフの皆様、参加者の皆様から刺激をいただき親子共々成長していきたいと思います。

～スタッフから～

人生には、とても大きな転機となるような場所や出会いがあると思います。

クロージングセッションを終えた後のスカラーの皆さんの顔を見ていて、DO-ITがそんな場所であるように、これからも成長していってほしいと強く感じました。

飯島雄貴／早稲田大学学

鉄は鉄を持って研磨する。

人はその共によって研磨される（箴言27．17）

今回のDO-IT Japan 2008が、互いに「研磨」し合う「友」との出会いを提供できたことを、また、そうした「友」との出会いへとつながる場となれたことを祈っています。

飯野由里子／東京大学先端科学技術研究センター特任助教

昨年に引き続きスタッフの一人として参加し、プログラムへの参加者の、大学進学という目標に向かう熱意に、今年も大きな刺激を受けました。参加者には、今回できたネットワークを有効に使って、情報を集めたり、相談をしたりしながら、それぞれの目標の実現に向かって進んでほしいと思っています。これからも応援します。

河野俊寛／金沢大学人間社会学域学校教育学部附属特別支援学校教員

9ページ
本当は私は人と話すのが好きなんです、ただ今まで言語障害を理由にコミュニケーション症から逃げていただけで

川端舞
心の底を遠慮なくさらけ出せる仲間。これが私がDO-ITプログラムで手に入れた一番大切な、そして一生の財産です。

私は小学校から普通学校に通っているため、「自分以外はみんな健常者」という環境で過ごしてきました。言語障害もあるために極力人とのコミュニケーションを避けてきました。「コミュニケーションなんか取らなくても何の問題もない。」無理にでもこう思うことでしか、疎外感や孤独感に耐えることができませんでした。しかし今回初めて自分以外の障害者に会ったことで、今まで本当は友達とコミュニケーションを取りたいと思っていた自分を押し殺していたことに気づきました。プログラム中、私が言いたいことを伝え終わるまで何分でも待ってくれたスカラーのみんな。そして、特に私が言語障害の悩みから泣いてしまったとき、本当に親身になって私の話を聞いてくれ、一緒に解決方法を考えてくれたスタッフさん。その優しさがあったからこそ、言語障害を忘れ、夢中でコミュニケーションを楽しむ自分を発見できたのだと思います。さらには、これから学校でも自ら進んでコミュニケーションを取ろうと思える勇気ももらいました。本当は私は人と話すのが好きなんです、ただ、今まで言語障害を理由にコミュニケーションから逃げていただけで。

障害があってよかった―――最近こんな言葉をDO-ITの仲間のブログで目にしました。今の私はそんなことを心の底から言えるほど強くありません。私がそう思えるようになるには、今私の目の前にある「言葉の壁」を乗り越えなければならないでしょう。今まで私はその壁にぶちのめされていただけでした。しかし今なら少しずつ乗り越えられるはずです。そして、いつか私も「障害があって良かった。」と思える日が来る。私は「仲間」という世界で一番美しい宝物を手に入れたから。仲間がいればきっとどんな壁でも乗り越えられる。私はもう一人ではない、DO-ITで出会ったみんながいる。
～家族から～　川端奈津子

脳性マヒによる重度の身体障害かつ言語障害の娘は、高校2年の現在に至るまで健常者と同じ学校で学んできました。しかし自我の確立に揺れる思春期を迎え、本人の障害に関する悩みについて共有できる仲間や助言者の必要性を感じていたところにDO-ITを知り、参加させて頂くことになりました。

言語障害を最も苦痛とする娘のテーマは「コミュニケーション」でした。

今回の体験を本人がどのように取り組んでいくかはまだ未知数ですが、次のステップを切り開く原動力となるのは確かでしょう。いよいよ高校生活も折り返し地点です。目の前には、自立に向けて飛び出そうとする娘の姿があります（母としてはチョット寂しいんですが…笑）。

皆さん、本当にありがとうございました。

～スタッフから～

一番思い出深いのはスカラーと一緒に渋谷109に行ったことです。車イスで109にたどり着くまでには困難がありました。しかしスカラー達の知恵と工夫で乗り越えて、ショッピングを終えてから「戦利品」を見せ合う時のスカラーの嬉しそうな表情が忘れられません。障害がゆえのバリアは様々な場面で存在します。しかし「あ～無理だ」と諦めてしまう気持ちが一番のバリアなのだと、109に向かって人ごみを駆け抜けるスカラー達の力強い姿に教えられたように思います。

井上恵梨子／日本社会事業大学学生

リーダーをはじめスタッフの皆と考え、障害のある高校生達にとって、進学を成功させその後の生活を送るために必要なことを考えるきっかけにしてもらえるよう工夫したつもりです。参加した高校生にとっても、自分にどのような課題があるのかをおぼろげながらも意識し、一緒に考えていける友人や支援者とめぐり会えたことはとても大きな出来事だったろうと思います。そんな出会いを演出できたことも含めて、自分にとって良い経験であるとともに、とても嬉しい出来事でした。

奥山俊博／日本バリアフリー協会副代表
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障害に合わせた支援機器さえあれば、障害があってもスムーズな操作ができるということを目の当たりにして感動しました

北田翔吾
DO-IT Japanでの5日間は大学の講義やマイクロソフト社への訪問と、普段の生活からはかけ離れた体験プログラムばかりで、中身の濃い貴重な時間を過ごすことができました。特に印象深かったのは、マイクロソフト社でスカラーが個々の障害に応じた支援機器を用いて、自分のパソコンを駆使しているのを見た時です。今までは自分が機器に合わせるという発想しかなかったのですが、障害にあわせた支援機器さえあれば、障害があってもスムーズな操作ができるということを目の当たりにして感動しました。私は骨折が多い病気なので腕の骨折時にも対応可能な機能の実現性を感じることができました。又、福島先生の障害に対する受け止め方、少しも困難を感じさせない迫力ある講演はとても興味深く、話に引き込まれていくと同時に勇気を与えてもらいました。そのほかに自分でホテルのチェックインをしたり、目的地に遅れないよう、各自行動することなど、始めは戸惑う面もありましたが、その中で「時間管理の大切さ」を学ぶことができました。私は小学校から普通学校に通っていたため、障害についての悩みや進路についての意見を交換し合う機会がなかったので、DO-ITの仲間と出会いお互いの悩みを共有し合える時間を持てたことが一番嬉しかったです。又、個人的ですが、自分と同じ理系志望が多かった事も嬉しくもあり、刺激的で、やる気を奮い立たせてくれました。もしも自分を車イスのバッテリーに例えたなら、自分はバッテリー、DO-ITは充電器、そして出会った仲間たちは補充液のような気がします。5日という充電期間で、これからは失敗を恐れず何事にもチャレンジしてみようという思いでバッテリーは満タンになりました。最後に、色々なアドバイスやサポートをして下さったスタッフの方々には感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。

～家族から～　北田和恵

締め切りまで一週間、テストをとるかチャンスをとるか迷いながらのぎりぎり応募だったため、DO-IT Japanに選ばれた時は舞い上がっていました。しかし前年度の冊子を目にしたとたん参加者の優秀さに圧倒され、自分で大丈夫なのかという不安を抱えての参加となりました。中邑先生のバリアに関わらず、まずは行きたい大学を・・との記事から刺激を受け、バリア重視だった志望校から行きたい大学へと志望を変更し、自ら大学に相談に行くなど新たな動きが見られました。普通学校で過ごし、息子だけが特別扱いということも影響してなのか、内向的で自己主張がないことを心配していましたが、プログラム参加の中では普段と違う一面が出ていたことを知り驚きました。障害の違いはあれ、悩みを交換し合える仲間に出会えたことは何よりの励みとなったようです。このような機会を与えてくださったDO-IT Japanの関係者の皆様方には、心よりお礼申し上げます。

～スタッフから～

参加している若者たちの勇気や熱意、行動力に敬意を表したいと思う。このプログラムに参加して、今年も感じたのは、障がいというものは、障がいを持つ人たちが、自分の力で克服したりするものではないということである。

ホテルでの滞在、マイクロソフト社の見学、大学への通学、大学での授業、そのいずれもが新鮮で得難い体験であったのではないかと思う。ここで得た体験を生かして、ぜひ大学進学という希望を持ってもらいたいと思う。参加したみなさんが、大学進学を目指す。このことが後に続く若者たちへの強烈なメッセージになる。そういう意味でも、みなさんに課せられた使命は大きいかもしれない。そして、その使命に押しつぶされることはないということも知っていただきたい。DO-ITに関わった多くのスタッフが、みなさんをこれからも支えていくからである。夢は叶わないかもしれないが希望は叶う。DO-ITは障がいのある若者の夢を希望に変える役割を果たしているのである。

坂井聡／香川大学准教授

参加した皆さんにとっては、いろいろな刺激的な体験や講義を聞くことができたこと、多くの仲間と出会えたことによって、今後の生活や進路を考える上で得るものが多かったと思います。

DO-ITで得たこと感じたことを、他の仲間にも広げていることいけることを期待しています。

渡辺崇史／日本福祉大学准教授
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「障害を持っていても大学進学を目指していいんだ」と思えるようになりました。

木下昌
このプログラムに参加する3ヶ月前まで病院に入院していました。入院中は長時間の外出をしたことがなく、5日間という日程に不安もありました。しかし実際に参加してみると、案ずるより産むが易しという感じで特にトラブルも無く日程を消化することが出来ました。実は今回在来線に乗ったり、人ごみの中を移動したり、外で食事をしたりすることは初めてだったのですが、いいきっかけになったと思います。皆と一緒だったことや、スタッフの方たちのおかげだと思います。大学生活がどのようなものなのか、今の自分の状態でそれに耐えられるかどうか、今回のプログラムに参加することでその自信もつきました。

また、今回同じように障害を持った同世代の仲間と交流することによって、各々苦労していることを知ることが出来ましたし、今後お互いに助け合っていくことの必要性も感じました。また、皆の大学進学への想いを聞くことで、自らの進学の意思を再確認し、よりいっそう強めることが出来たと思います。

今までは「自分のような障害者が大学進学を目指していいのだろうか」と、考えることもありました。また「実験上の特別配慮が、ほかの受験生から見て『不公平』に当たらないだろうかという心配もありました。前者については、福島先生の講義やほかの参加者たちとの交流を通して「障害を持っていても大学進学を目指していいんだ」と思えるようになりましたし、後者については「障害を理解する ～バリアフリーとフェアネス～」の講義で公平（フェアネス）とは何かということを学ぶことができました。

一般公開セミナーの「大学入試センター試験における配慮の現状」では、申請の仕方によって認められる措置の内容が違ってくることが分かり、適切な申請の仕方も分かりました。

今回DO-IT Japanに参加することでたくさんのものを得ることが出来ましたが、最終的には自分の学力に懸かってきますので、これからもがんばっていきたいと思います。

～家族から～　木下郁子

息子は部活で頚髄損傷し、首から下が完全麻痺・人工呼吸器に依存する体となりました。DO-IT上への参加は4年間の入院後、自立生活に入り3ヶ月目の行事でした。長時間長期間の初の外出に呼吸器装着で体温調節が効かない体で真夏のプログラムをこなせるか不安でしたが、スタッフの付き添いで安心して挑戦することができました。色々な障害者と触れ合う事により自分にできる事を改めて認識できたと思います。

息子が唯一できることは顎を動かしセンサーに反応させパソコンを操作する事です。DO-ITプログラムにて、より簡易な今後に生かせる操作方法を習得できた事と思います。息子の目前の目標は大学進学です。しかし、現状の大学側の受け入れ体制や受験法（数学）では希望大学進学は不可能です。DO-ITの活動によりどんな障害があろうとも大学への選択の幅が狭まることのない社会を作って頂ければと期待しています。

～スタッフから～

今年で2回目を迎え、昨年の参加者が「先輩」として合流できたことも意義深いと思いました。進学する大学や専攻の違い、あるいは大学進学の最終的な成否を越えて、障害のある若者にとって「自らの人生とどう勝負するか」を学ぶエキサイティングな動的アリーナとしてこのプログラムが成熟していくことを願っています。

福島智／東京大学先端科学技術研究センター教授

高校生たちは今年も個性に富んでいて、彼らが集まって生まれるパワーは、事前にスタッフ間で入念に打ち合わせた予測も（いろんな意味で）打ち破ってくれます。その度にみなで自分の意見を伝え合うわけですが、そのコミュニケーションを通じて、多様な要望や、立場の違い、そしてそれらからも離れ、一人一人の生き方や考え方の違いなど、本当に多様な方向からのお互いの視点の交換が多くの気づきを生みました。これは、何にも代え難い経験だと感じます。こんな多様なコミュニケーションがDO-ITの場に限らずどこでも当たり前に行われる社会にしたい、という思いを強めました。今年もその強力な仲間がまた12名増えました。DO-ITのこれからがますます楽しみです。

近藤武夫／東京大学先端科学技術研究センター特任助教
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今まで自分ができることの枠を作っていたのかもしれないが、これからはたくさんのことに挑戦していきたいと思う

蔵本紗希
私が今回学んだことの一つは「自分のことを伝える大切さ」である。人に自分をわかってもらう。これは他人に手伝ってもらう時、学校での生活、そしてなにより大学に進学するにあたってなによりも必要となってくる。簡単に出来ることではないが、自分自身を知る良い機会にもなるので頑張ってみようと思う。

もう一つ学んだことは自分には出来ないと今まで思っていたこともITを駆使すれば可能になる場合があるということ。やってみないと分からないのだから最初からあきらめるのはもったいなく思う。私も今まで自分ができることの枠を作っていたのかもしれないが、これからはたくさんのことに挑戦していきたいと思う。

たくさんの学生の人達に大学について色々なことを聞くことができたのも私のこれからの進学に大いに役立つことであった。

実際大学に行ってみなければわからないような貴重な話から、学部の細かい説明、進学についての悩み、受けなければいけないテストへのアドバイスまでさまざまなことを教えてもらった。今までそのような事を相談できる人が周りにはいなかったこともあり、とてもうれしいと共に私の大きな支えとなっている。

日本そして世界には障害者についてこんなにもさまざまな研究、会議などがなされていることをDO-ITに参加して初めて知った。しかし私が思う一番大切なことは実際に一緒に時間を過ごし、意見を交換し、同じ目線から見ること。ほんとうに私たちの必要なものは自分を知り、受け入れてくれている人であると思う。ほんの短い期間ではあったが、障害者に壁を作らず接してくれるとても大切な仲間を私は得た。

夢と希望のある人は周りにも夢と希望を与える。昔誰かからそう聞いたことがある。今回DO-ITに参加して私は新たに夢と希望を得ることが出来た。それは参加した一人一人が大学進学を真剣に考え、将来目指しているものがあるからだろう。お互いに障害を持っているからだけではなく、お互いにできないことを乗り越えながら夢に向かっているから共感でき、励ましあい、本当の意味での仲間になれたと思う。

そしてこれからもここでのつながりを大切にしたい。

～家族から～　蔵本有紀

ふと目にした小さな新聞記事がこの夏娘にとって大きな収穫の時となりました。先天性四肢機能障害という重度のハンディを持って娘は生まれてきました。

何をするにもどうやったら自分なりにできるかということをまず考えて工夫しながら努力と時間を要しながら一人でできるように自立できるようにと育ててきました。

今回セミナーに参加するにあたって、先生が事前に娘の状態を見に学校に訪れてくださった折、「必要以上に努力しなくていいんだよ。人に頼んでもらうことも大事だし、（上手に頼む方法を身に付けること）こういうものがあったら楽にできるというものを提案してほしい」というお話を伺い、親として目が覚める思いでした。

現にDO-ITでさまざまな支援機器があることを知り、科学の発達に目を見張るものがありました。世の中が確実に便利になってきていると感じました。

また志ある多くの学生ボランティアの人たちと出会い、ユーモアがあってわけ隔てなく接するその姿を頼もしく感じました。これから弱い人にやさしい社会になっていくと希望を持つことができました。

最後になりましたが、関係者の方々のたくさんの配慮と愛があふれている中で過ごせましたことを感謝申し上げます。

～スタッフから～

元気旺盛なスカラーの皆さんに触発されて、こちらも一杯学ばせていただきました。特に、スカラーが自分の抱える困難さを（時には機器を使って）乗越え、メッセージを発するとき、その言葉の重みに深く胸を打たれたことが幾度となくありました。本当のコミュニケーションは、饒舌な上っ面の言葉ではなく、こうして紡ぎ出される言葉にこそあるのでしょう。

谷中寿成／東京大学学生

DO-ITスカラーは将来的に「自立」が求められ、リーダーはスカラーに自立のきっかけを与えることが求められます。ところで、自立とは管理されない状態、自分のことは自分でする、ということですが、これをどう捉えるかが難しいのです。自力で解決するというのは他人の力を全く借りないということではありません。自分で環境を調整すること。、他人の力を上手に借りること、これを状況によって判断できるようアドバイスするには本当に難しかったです。障害のこと、生活のこと、本当にいろいろな知識と経験が必要だと思いました。自分自身、いかに経験が足りないかということに気付かされたDO-ITでした。

岡耕平／東京大学先端科学技術研究センター特任助教
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「DO-IT」のプログラムに参加して、様々な講義を聞くなかで、「やはり、大学に進学して、もっと多くのことを学びたい」と思いました

小倉信治
私は今回の「DO-IT Japan 2008」のプログラムにScholarsの一人として参加できたことで、大変多くの貴重な経験を積むことができました。その背景には昨年のプログラムに特別聴講生として参加させていただいたときの「講義に集中することができなかった。」という反省を生かせたため、ということが大きく関係していると考えています。

私にとって「DO-IT」の5日間は最初から最後まで中身の詰まった非常に有意義な時間となりました。

昨年のプログラムに参加する以前は、自分と同じ「高次脳機能障害」以外の障害者と接する機会があまりなかったのですが、「DO-IT」で車イスを使用する方や視覚に障害のある方と接する中で、多少なりとも自分と違う障害の方々への配慮の仕方を勉強することができました。

今年は講義に集中することができたのですが、やはり記憶障害のためか、しっかりとメモを取る、まではできませんでした。

しかし、大学や会社では今回以上のスピードでの話を聞きながら、何らかの作業をしていくことになると思うので、これからはお借りしたICレコーダーなどを利用して録音という方法も試しながら、学んだことを身につけられるようにしていこうと考えています。

今回、2年連続で「DO-IT」のプログラムに参加して、様々な講義を聞くなかで、「やはり、大学に進学して、もっと多くのことを学びたい。」と思えました。

そして、進学だけでなく、その後の就職ということを考えても、Microsoft社さんの講習で使用したブレインストーミング機能の思考の“見える化”という考え方を利用できるようになれば、多くのことに役立つと思うので、身につけられるようになりたいと思います。

今年は自分の中でしっかりと聞こうと意識していた福島先生の講義を集中して聞けたことでも大変な意味がありました。

また、スタッフさんやチューターさんなどの様々な方々と接することができたことでも、自分自身がとても良い刺激を受けたことができたと思っています。

期間中は様々なところで本当にありがとうございました。

また、これからもよろしくお願い致します。

～家族から～　小倉絹子

甲子園目指し白球を追いかけていた高1の事故から5年目。

ついた病名は高次脳機能障害。

主に記憶障害がある為、進学は断念。

暗闇に放り出された息子の葛藤はいかばかりか。

そこに一筋の光、DO-ITです。

念願かない、2年目にしての参加です。

さまざまな障害の方との交流、合宿。

2年次スカラーとの再会、大学体験、企業見学、多くの事を学びました。

充実かつ楽しかったであろう5日間。

顔の表情、目の輝き、久々に見る笑顔。

感動です。参加させてよかった。この一言につきます。

障害を受け入れ、障害者であるからこそ出来ることが必ずあるはず。

ネットワークをフル活用し、これからの人生の目標に向けて一歩ずつでいい。前進してくれる事を願っています。

今回のプログラム参加を支えて下さったスタッフの皆様、関係各位の皆様に感謝申し上げます。

そしてDO-ITの増々の発展と輪が広がっていくことを信じています。

～スタッフから～

このプログラムは、多くの人々の熱意によって支えられ実施できていると感じました。東京大学の先生方の授業、それぞれの障害に応じたITの活用、様々な社会経験等すばらしい内容だと思います。これらの内容を、参加した高校生だけではなく、参加していない他の学生たちにもなんらかの形で提供していただけたらと思います。そして経験や知識が蓄積されよいプログラムに発展して行くことを望みます。

児玉眞美／東京大学大学院学生

初日は期待よりも不安の色が大きく顔に出ていたスカラーたちですが、自分自身で考え行動する5日間を経験した後、彼らの瞳には「意志の力」が宿っていたように思います。

これまでおかれてきた環境を見直し、今後の社会で実自己実現をしていくために「変わりたい」「変わるためにはどうすればいいか」と悩み考える姿からはたくさんのエネルギーを感じました。きっと各スカラーそれぞれが自分にしかできない役割を見出し、社会を変えていくのだと思います。

スカラーたちの今後の活躍が非常に楽しみです。

高橋麻衣子／東京大学先端科学技術研究センター特任研究員
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1人では出来なくて人の手を借りていたことが自分でできるようになったことが嬉しい

関根彩香
私は、怪我をしてから今まで、障害者でも参加できますかと聞いての参加というのはあったけれど、「障害者だからこそ参加できるプログラム」というのにとても魅力を感じて参加しました。

中学校に復学するために、パソコンを使っていた時期がありましたが、授業で矢印を引かれたり、色を変えられたり、更に図を書かれてしまうとパソコンでは対応しきれずに、しばらく聞くだけの授業になっていました。

悔しくて装具を使って筆記の練習をして、筆記もできる様になったのでそれはそれで良かったかなとも思います。ですが筆記では時間がかかってしまうので、今回パソコンで今まで知らなかった機能を教えてもらい、1人では出来なくて人の手を借りていたことが自分でできるようになったことが嬉しいです。

今後はもっとパソコンを使いこなせるようにして、大学ではパソコンを使いたいと思っています。また、ICレコーダーを使って講義を受ける方法も教わり、書くことに集中しないで聞くことに集中できてとても楽に講義を受けることができました。

普段も使うと楽なのでこれからは活用していきたいと思います。

そして、色々な所で活躍されている先生方の大学の講義を体験したり大学生活の話を聞いて、大学に行きたいという気持ちが更に強くなりました。

そのためには、センター試験での特別措置の申請の仕方など勉強不足なことも多く、もっと自分で調べなければいけないと痛感しました。

何より、障害を持ちながらも同じように大学進学を目指している仲間と出会えて、これからずっと繋がっていられることがとても嬉しく心強いです。

今回のスカラーやスタッフさんとの出会いを大切にこれからもこのプログラムで学んだことを活かしていけたらと思っています。

参加できてとても良かったです。ありがとうございました。

～家族から～　関根潤子

「今、救急車を呼びました。」

この一本の電話で娘の将来は一変しました。さっきまでイキイキしていた娘が生きる!!と言う事と戦っていました。

「退院後は病院と一緒になった養護学園の空きを探しましょう」…という医師の言葉に「学校なら元の中学に戻りたい!!」

本人の強い想いで医師・学校を動かし、復学を果たしました。どうやって授業に出たら良いか？はじめは立ち往生でただ聞いているだけの授業参加でしたが、必死に装具を使って字を書くことを覚え、今では良い経験だったと思えます。

今回新しくDO-ITでパソコン・ICレコーダーの使い方を教わり、感動で目をキラキラ輝かせ、嬉しそうに見せてくれました。

自分の力ではどうすることも出来ないことを数多く学ばせて頂き私は大学受験に心強い味方を得た思いです。

本人はこれからこの経験を生かしていくことでしょう。

今では怪我のおかげだねと明るく笑って話に花を咲かせています。

次は親が子離れをし、本人の自立を助ける番です。

私もこれを機会に一歩前へ進んでいきます。

～スタッフから～

新しいスカラーの皆さんは、やっぱり最初は表情もぎこちなかったけれど、一日日共に過ごしていく中で、少しずつ自信に満ちた表情に変わっていかれるのがとても素敵でしたし、2年次生の皆さんは、振る舞いも考え方も昨年よりもぐんと頼もしく感じられました。立場や関わり方は様々でしたが、それぞれの立場で、多くのことを得られた貴重な時間になったと思います。皆様、本当にお疲れさまでした。

塩田佳子／東京大学先端科学技術研究センター事務補佐員

スカラーたちは、自分たちで一流企業にアポイントメントをとって、訪問し、そこで働く一流の大人たちの仕事ぶりを目の当たりにしました。漠然としていた将来へのイメージがより具体的になったものではないかと思います。そんな、将来に向けて自分を表現する技術を磨いていかなくてはという希望に満ちたスカラーの表情を見ながら、私も心を新たにし、みんなと一緒にがんばろうと思いました。

平林ルミ／東京大学大学院学生
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障害の種類も、今置かれている環境も違う、それでもお互いを信頼し、辛い時には励ましあい、何かいいことがあれば一緒に喜んでくれる、そんな仲間を得ました

高谷春菜
今回のプログラムを通して私がもっとも強く感じたことは「いろいろな人との繋がり」ということです。それはスカラーであったり、スタッフの人たちであったり、またこのDO-IT Japanに関わってくださった人たち全員に言えることです。

普段の私の生活では、普通学校に通っているということもあり、障害のある人とはあまり関わる機会がありませんでした。また関わるとしても主に自分と同じ視覚に障害がある人でした。

しかし、DO-IT Japanには車椅子だったり、発達障害だったり、いろいろな障害を持った人が参加していました。そういう人がいるということはもちろん私も知っていました。ですが、それはただたんに知識であって、実際に身近で関わるということは少なかったように思います。DO-ITで私は本当に多くの障害者の人たちと出会えました。それぞれが感じている不安や抱えている悩み、周りの人が受け入れてくれた時の喜びなど、他にも共感できることがたくさんありました。障害の程度も種類も様々なみんななのに…。これは2日目の夜のイブニングトークでのみんなの話でも、部屋でのルームメイトの人との会話の中でも感じたことです。

最初私は、慣れていない土地で知らない人たちとそれも親なしでということで本当にうまくいくだろうかと不安を抱いていました。

しかし、プログラムが進むにつれ、初めに感じていた不安な気持ちは嘘だったかのように、他のスカラーや去年のスカラー、スタッフの皆さんとも仲良くなっていました。

私はこのプログラムで障害の種類も、今置かれている環境も違う、それでもお互いを信頼し、辛い時には励ましあい、何かいいことがあれば一緒に喜んでくれる、そんな仲間を得ました。そして一生付き合っていきたいと思える友達もできました。

また、福島先生やマイクロソフト社の細田さんなどの先輩方の話を聞き、どんな障害を持っていても夢をかなえたいという強い気持ちと、努力しだいで未来はどこまででも開くことができるのだということも学ぶことができました。

4泊5日の「大学体験プログラム」は終わりました。ですが、ここで培った「繋がり」や私にとってのDO-ITはまだまだ始まったばかりです。

DO-ITで得たもの・学んだことは大学進学のみならず、これからの私の人生に役立てていきたいです。

そして何よりも今回の体験は私の中でかけがえないかけがえのない財産になりました。

～家族から～　高谷裕子

昨年、特別聴講生として参加させて頂いた時の感動を胸に、今年は絶対に！と思ってはいたものの合格の電話を頂いた時は夢のようで、娘よりもテンションが上がってしまいました。娘を参加させる事に不安はありませんでした。普段経験できない多くの事を学ぶ＋親からの自立のチャンスを与えてくださった事が嬉しくて、感謝してもし足りないぐらいです。「楽しかった！また4泊5日したいくらい」第一声でした。

家では親を頼ってばかりだった子が、頼られる立場に立った事や、気持ちが通じ合える友達に出会えた事を活き活きと話してくれるのを見て心から嬉しく思いました。

プログラムの中で、先輩方が大学や企業で活躍されている体験談を聞き、障害があってもやり方を工夫してチャレンジ精神を持てば、道は開かれると希望が持てた様です。それが少しでも社会に向かっての発信源になればと願っています。

「私達障害者は選ばれし者なんでよ。神様は乗り越えられない試練は与えない。」娘のブログに書いてあった1節です。娘のおかげで勇気付けられ、成長させて貰っていると感じる日々です。

DO-ITは娘にとってはもちろん、私にとってもとてもすばらしい素敵な人達との出会いの場でもありました。

このプログラムを企画し支えてくださった方々に感謝いたします。
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以前の私は人に支援を頼むことが恥ずかしい、人に迷惑をかけるのは嫌だと思って、やりたいことを諦めていた

中野まこ
今回初めて参加したDO-IT Japan大学体験プログラムは、私に自信を与えてくれた。以前の私は人に支援を頼むことが恥ずかしい、人に迷惑をかけるのは嫌だと思って、やりたいことを諦めていた。1人で電車に乗ることは無理だと思っていたが、DO-ITで様々な支援を利用する方法を学び、支援を頼むことは恥ずかしいことではないと考えることができるようになった。

そして私の世界は広がった。8月半ば、それまでは親の運転する車で外出していたが、初めて友人と2人だけで電車に乗って遊びに出掛けてみた。私は長年の夢を1つ叶えることができた。こんなに私を積極的にしてくれたのはDO-ITのおかげだ。そして自信を持ってくれた自分自身にも感謝をしたい。

またDO-ITに参加した理由の1つに、障害について同等に話せる友人が欲しかったことがある。この5日間で貴重な友人を得ることができた。それぞれ悩みを抱えていて、その中には私と同じような悩みを持つ人もいた。それがわかり、私は1人ではないのだと感じた。DO-ITが終わった今でもメーリングリストやブログなどで悩みを相談することができる。

今までは障害者支援が充実している大学を志望校としていたけれど、初日の中邑先生が講義で「支援の厚い大学よりも、自分の学びたいことがある大学を選ぶべき」と言った言葉に私は大学選びの基準と自分の気持ちにズレがあるのに気づいた。以前は特別支援学校の教員になりたいと思っていた将来の夢が変わり、今は自分の障害だけではなく様々な障害について学び、将来は社会福祉関係の仕事に就きたいと思っている。具体的にはまだはっきりしていないが、もう一度自分のやりたいことを見つめ直して志望校変更を含めた将来の選択をしていきたい。

今回のDO-ITで経験したことにより、最初からできないと諦めるのではなく、挑戦しようとするプラス思考になったと思う。そしてこれからもなりたい自分に近づけるような可能性を見つけていきたい。

～家族から～　中野幸枝

私が、DO-IT Japanの存在を知ったのは、昨年の報告書を担任の先生に見せてもらったのが最初でした。その頃私と先生は、娘に病気のことをいつどのようなタイミングで、どのような言葉を使って話せばいいのか模索中でした。春休みに私の気持ちを交えながら、私の言葉で、娘に障害のことを伝えました。「まこには、やりたい事は何でもして、世界に羽ばたいてほしい。その為には何でも協力する」と。自分の障害についてある程度理解した娘は、DO-IT Japanに参加したいと、強い気持ちを持つようになりました。

今まで自分1人で行動したことのない娘には、DO-IT Japanに参加する事は、今から生きていくうえでとても必要で意味のある事だったと思います。みなさんと出会えた事、五日間の出来事もすべて大切な経験だと思います。四日ぶりに会って娘のキラキラした顔をいつまでも忘れることはないでしょう。本当にありがとうございました。

～スタッフから～

スカラーの皆さんと楽しく過ごすうちに5日間をもっともっと充実したものにしたいという気持ちでいっぱいになりました。

人と人とが出会ってからお互いを知り合っていくプロセスがこんなに素晴らしいものなのだと、感じさせられました。これからDOITで学んだことや実感したことを大切にしていきたいと思います。

平山遥子／早稲田大学学生

皆の輝く目を見て、昨年度福島先生のお言葉にあった「挑戦」を思い出していました。挑戦とは単なる無謀な試みではなく、何を行うにあたっても、常に人知れず誰かの支えがあるということ。それを忘れず、スカラーのみんなには自分たちの目指す将来に挑戦していってほしいと思います。

藤部和也／広島大学大学院生

今年はこれから参加者の皆さんがそれぞれの夢に向かって進んでいく上で、様々な希望を実現するための「スキル」を身につけることと同時に、自分の生きている社会について理解し思いを表現するための「ことば」を持つこともとても重要なことだと考え、フェアネスという考え方について紹介してみました。あの講義が、皆さんがこれから自分なりの「ことば」を探していく上での手がかりとして、少しでもお役に立てればと願っています。

星加良司／東京大学先端科学技術研究センター特任助教
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自分の仕事がしっかりとできる大人になりたい

錦織瑞樹
僕はDO-ITに参加する前は、ちゃんと目的地に着けるのか、電車に上手く乗れるのか、初めての人たちとホテルで5日間も一緒に過ごせるのかなど、楽しみよりは不安のほうが一杯でした。でもいざ本番になると案外何とかなるものだと分かり、とても気が楽になりました。

また、驚いたことが2つあります。1つは世の中にはいろいろな障害があるということです。聞いたことの無い障害が多く、おそらく僕より重度だと思う人が何人もいたことです。しかし、皆明るくて、自分で電車を使って学校に通っている人もいるし、将来の目標をしっかり定めて、それに向かって努力している人も沢山いました。皆自分なりに出来ること、やりたいことをちゃんと見つけていることに感銘を受けました。自分よりはるかにしっかりしているなと感じ、自分も頑張らなくてはと思いました。

もう1つは、マイクロソフトを会社訪問したときのことです。こんなに一流の会社にも、障害を持った人が何人も働いていたことです。目の見えない人、介助犬をつれている人など、自分の仕事をしっかりこなしていたのです。僕も彼等のように自分の仕事がしっかりと出来る大人になりたいと強く思いました。

大学の先生方やチューターの皆さんは、親切で話しやすく、色々なアドバイスもくれて、雑談も出来る素晴らしい人たちでした。この5日間の体験は、僕にとって大きなもので、今後もっと頑張らなくてはという意識改革になったと思います。また、将来何が起きるかわからず、不安も多いですが、1歩1歩できることをしっかりこなして行き、人間としての幅も更に広げていきたいと思います。

貴重な体験を本当にありがとうございました。

今後、DO-IT Japanに参加する人たちへ。

GOOD LUCK!!

～家族から～　錦織康弘

DO-IT Japanプログラムに関係された皆様の多大なサポートに心から感謝いたします。

昨年、本人が脊髄損傷を受けてからは、親元を離れての共同生活を初めての経験でしたので様々な不安が心を過りました。

しかし「可愛い子には旅をさせよ」の言葉通り、様々な障害を持った人達や既に社会で活躍されている方々との出会いが大きな励みとなり、大学受験を含め将来を切り開くための更なる推進力を頂いたように思います。本人はまだまだ未熟者で多くの経験を積む必要がありますが、皆様との出会いが何らかの心の支えになるものと確信しています。

DO-IT Japanが更なる広がりを持って、障害を持った高校生に自信と夢を与えてくれることを期待しています。

～スタッフから～

自身に適しているとされる支援機器や人的資源が存在していたとしても、それをどのように使いこなすか、またはそれが本当に自分に必要なのかは、本人が考えて判断しなければならないことであると思いました。

プログラム後半に、スカラー本人からICレコーダーを渡され、講演の録音やメモを依頼されたときには、小さな成長が見えたようで嬉しかったです。

5日間のプログラムを通して、スカラーの皆さんと共に学ぶことが多く、とても感謝しています。

三橋雅史／早稲田大学宇大学生

二年目と言う事で次年度は（三年目）参加したスカラーがチューターとして参加していくような流れになるとよいと思います。

今年度も寛大な協力があったおかげで無事に過ごすことができたと思います。

柳井章吾／ボランティア
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今まで私は、自分が「障害者らしくない」事に、ある種の劣等感を持ち続けていました

船津百合香
今回のプログラムに参加したことで私が学んだ事は「障害の種類に優劣は無い」という事と「私も障害者の一人である」という事の2点です。
今まで私は、自分が“障害者らしくない”事に、ある種の劣等感を持ち続けていました。
身体は健全だし、重度の自閉症というわけでもない。
苦手なことは人付き合いくらい。
それだけでもう十分恵まれていて、これ以上何かを望むのはおこがましい事ではないのか？

…しかし、その考えは正しくないのだと、やっと私は気づきました。
DO-IT参加中、私は多くの困難を体験しました。
毎日変わる場所や食事、大勢の関係者、とてつもない数の通行人や都会の喧騒…他の人にとっては何でもない、むしろ楽しいことがとても辛かったのです。が、私は、いつものように誰にも相談せずに我慢しました。（今思うと、無理をしない、人に頼るという行為は、怠けや甘えと同異議だと思っていたからだと思います。）

すると結局、私は体調を崩してしまいました…。
その時やっと、私も障害者の一人なんだと実感し、辛い事は我慢しなくて良いのだと思えるようになりました。
それからは、障害の程度が低い事の劣等感や、人に頼ることへの罪悪感も無くなり、困った時は誰かに相談したり、対応をお願いしたりするようにしました。
その結果、一人で過ごす場所や消音ヘッドホンを与えて頂き、最初の頃とは比べ物にならないほど楽に過ごすことが出来ました。
この時の体験はこれからも活かして、人に頼ることを我慢しないように心掛けたいです。
また、大学受験の際には私でも（二次障害の面から）特別措置を申請出来る事が分かったのは大きな収穫でした。
書類などの準備は大変そうですが、今年の受験では是非申請をしたいと思っています。
私のように、外見ではわからないけれど、障害で苦しんでいる人はたくさんいます。
障害の有無やその程度、また住んでいる地域に関わらず、誰もが普通に生きられる世の中になって欲しいと願っています。
私も、その為に少しでも貢献できるように、そのためにはまず志望の大学に合格出来るよう、自分なりに工夫をして頑張っていきたいです。

～家族から～　船津淑方
DO-IT Japanに参加させて頂きまして本当にありがとうございました。担当してくださった先生方、スタッフの方々、最後まで力を貸していただき、大変感謝しております。
このプログラムをみつけ、応募し、参加した、本人が強く希望した結果でした。（私達夫婦はほとんど何も知りませんでした。）応募する時に署名して、と言われ、締切最終日に郵便局へ行きました。「選考の結果、参加者に内定しました」という通知をいただき、びっくりしたのです。その後、近藤先生に来ていただき、お話をし、これは本当に参加するのかもしれない、すごい事になったと、やっと実感しました。
4泊5日の間、専門の先生方についていただき、生活する上でのアドバイスを沢山いただいたようです。体調が思わしくない中で、最後まで参加できたのも、スタッフの皆様のお力添えのお陰です。
日本で最高のプログラムに参加し、これからも色々相談ができるなんて夢のようです。本人の悩みや質問には、難しくてなかなか答えてあげる事ができませんでした。わからない事は聞くことが出来る、とても有難く思います。
百合香は、自分の足で自分の人生を歩き始めている、そう感じています。ここ2年ほど、親子共に悩んでどうしたらよいのかわからない日々がありました。出口のない暗いトンネルに入ったように感じていました。しかし、百合香が自分の力で出口を見つけました！近藤先生がおっしゃった言葉「DO-IT Japanに一度入ったら抜け出せないよ。」とても有難い事だなあと思っています。
これからもよろしくお願いいたします。

19ページ
たくさんの人たちが同じ問題を抱えていて、それをみんなで解決することについてとてもすごいぞことだと思いました。

柳内英介
私は今回DO-ITに参加してたくさんのものを得ました。最初は、どんなものか少し不安であったのですけれど実際参加してみると、皆さんとても親切でとてもいいと思いました。
私はLD（学習障害）で文章を読んでその意味を理解したり内容を覚えたりすることがとても苦手で、国語や英語といった文系の教科は全くできませんでした。できないという理由で私は、最初からまったく勉強をしませんでした。どうせやってもやらなくても同じような点なら、最初から楽をした方がいいと思っていたからです。しかしDO-ITに参加していた人たちなどたくさんの人たちは、できないのなら何か別の方法で解決しようとしたり、できないからやらないのではなく、出来ないからこそなにかちがったものをやろうという意識が強く、それに比べて自分は何もできないのではなく、何も解決しようとしていなかったことがよくわかりました。
もちろん一人だけでは解決できないようなこともたくさんあります。でもたくさんの人たちが同じ問題を抱えていて、それをみんなで解決することについて、とてもすごいことだとおもいました。
また、それを支えてくれるためにたくさんの支援機器や、パソコンなどを貸していただき、とても嬉しいです。私が貸してもらった中でとてもいいと思ったのがボイスレコーダーとパソコンのソフトで、フローチャートなどがすごいと思いました。長い説明などを聞いてもなかなか理解できなくても普通の人は瞬時にメモを取ったり、手元の資料などを見たりします。しかし文章を読むのが大変な私にとって、そうしたことができません。そこでボイスレコーダーがやくにたつのです。また、文章では説明しにくいことでもフローチャートを使えば、簡単に図式化できわかりやすいのです。
今回DO-ITに参加できてとてもよかったとおもいました。

～家族から～　柳内佳久子
見た目にはわからない軽度の発達障害なので、文系科目が不得意、くらいにしか思っていなくて、高校での支援も拒否して来たし、大学受験に対してものんびりしたものでした。
しかし進路も決まり、具体的に考え始めると、大学受験はハードルが高い！推薦入試、AO入試という方法も勿論ありますが、センター試験、一般入試に特別措置を受けて、「やっとそこで普通の人と同じスタートライン」でチャレンジさせたいです。

20ページ　2007年度スカラー 企業訪問プログラム

11:00～13:00　会社訪問

株式会社資生堂ソーシャルビューティーケアセンター

実際のメイクと写真撮影を通してセルフイメージと自己表現について学ぶ

13:30～
株式会社マガジンハウス
プロのカメラマンによる撮影ののち、編集部を見学し、表現すること、伝えることについて学ぶ

16:00～17:00

ソフトバンクモバイル株式会社
障害のある人にも使いやすい携帯電話について質問することを通じて、コミュニケーションの仕方を学ぶ

19:00～21:00　ディナー
京王プラザホテル44Fレストラン

フレンチレストランでのディナーを通じてコミュニケーションにおける立ち居振る舞いの大切さを学ぶ
22ページ　2007年度スカラー「私にとって2年目のDO-IT Japanとは」

“私にとって”ということに限ると、1年目よりも周りの人の存在を強く意識した2泊3日だった。他人と比較するという意識ではなくて、周りの人とのつながりへの意識だ。もっと積極的に人と関わったと思うのだ。
プログラムの中でこうした事象を持ったきっかけは2つあった。1つは企業訪問や一般公開パネルディスカッションでのパネラーを通して“見られる自分”やそれを見る周りの人を意識させられたことだ。化粧やそれなりの格好をすれば、実際はどうであれ「大人」として扱われる。パネラーになれば優等生に思われる。“見られる自分”が“実際の自分”を追い越してしまうのだ。これは少し厄介に思うこともある。しかし周囲が成長を期待するからこそのことだ。“期待”よりも“応援”の方が適切かもしれない。“実際の自分”の成長はこの“応援”のお陰だと思う。少なくても、「見る―見られる」という周囲との“つながり”は確かにある。だから活かしたい。
2つ目は08スカラーと同じ部屋で過ごせたことだ。今回も日程に余裕はなかったが、普段のように常に何かに追い立てられて人との関わりを見失うこともなかった。最初は彼女たちとどう関わろうか考えてしまったが、気付けばどんなことでも“関わり”だった。話すことはもちろんお茶を飲むでも、朝ごはんを決めるでもバックから物を取るでも待つことでさえも。きっと考え込むよりも“関わっている”とはこういうことなのだろう。決して頼りになる存在ではなかったが、きちんと部屋の一員ではあったと思う。何か“関われた手応え”があった。かわいいと思った（二人とも気を悪くしたらごめんね）。たった3日で！私にはとても新鮮なことだった。おまけに二人を通して他の08スカラーとも仲良くなった‼
昨年「一人ひとりが違う」ことを意識したところから、今年は「それでも何かの関わりを通しつながっている」というところへ進めたと思う。2年間があってこそできたことだ。関わってくれたみなさん本当に感謝しています。ありがとうございました。これからもよろしくお願いします。
斎藤のぞみ

3社の訪問・ディナーを通して、大人として社会の中で、どう振る舞うべきかを学び、貴重な経験をした。堂々と行動できる大人になりたい。
豊田陽平

この3日間を過ごして、1年前よりも気軽に、周囲の人に手伝いを求めていると感じる。将来は、訪問した企業の方々のような人を目指して頑張りたい。
筒井華菜子

昨年の夏からひとつ冬を越え、仲間と再会し、新たに今回用意されたプログラムの中で、私は未来への気持ちを改めて確認しました。
小林春彦
会社見学で、誇りを持って仕事をする人たちに刺激を受けました。私も堂々とした大人目指して自分を磨きたいです。
森島沙央梨

今回は、三つの企業を訪問して、ひとつのものを作るために、こだわりを持つことの大切さがわかった。僕もプロとしてのこだわりを持つようになりたい。
瀬戸優磨

今年もこのプログラムに参加し、貴重な経験をして、多くのことを学ぶことができ、非常に光栄でした。企業研修で周った3社は、職種・職場の雰囲気も全くことなった企業でしたが、共通して気がついたことがあります。それは「どんなサービスや商品も一人の力でなく、大勢の人の力で一つのものとなること」です。当たり前のことなのに、街に行けばすぐにいろいろな物が手には入る時代に生まれた私は、そんな当然のことを忘れていたように思います。
中邑先生が「体験してみなければ、わからないこともあるのだから、時々は一流のサービスとはどんなものなのか経験するのも大切である。」とおっしゃいました。初めはよく意味がつかめずにいた私でしたが、ディナーが始まるにつれ、ボーイさんの対応等から徐々にその意味がわかったように思います。講義の際には、二年次生で、高校三年生でもあることから、自らの大学生活を想像して、電動車椅子を使用したり、講義の内容を録音したり、昨年よりも更に大学生活に具体的なイメージを持って様々なことを試してみました。その結果、課題も見つかりました。このことは、大学生活を送る際の大きな収穫となりました。
パソコンの使用に関しては、自分に使いやすくできないかとメンターの先生に相談したところ、画面が見やすく、操作がしやすく、かつ、時間の短縮ができそうな方法が見つかりました。パソコンが私をもっと楽にしてくれる存在になりそうです。
また、今後の自分にとり、大学で学ぶという同じ希望を持つ障害のある仲間がいること・その仲間と意見交換や悩みを打ち明けられることは、大きな支えであり、大きな財産であると考えています。これからも仲間とのメーリングリストやブログを通じ、交流を大切にしていきたいと思います。
吉田佐保子

24ページ　DO-ITスカラーを支えるIT
パソコン
パソコンがノート代わりに使用しています。例えば、ワードを使って英作文や小論文を書いたりしています。自分の手で書く場合、800字書くのに1時間ぐらいかかってしまいますが、パソコンのキーボード入力であれば30分程度で入力できます。インターネットは、英語の辞書としてや、小論文を書く際の情報収集に役立ちます。予備校の授業もDVDを見て受講しています。
國光良
毎日メールをチェックするのにパソコンを使用しています。小論文の練習はワードを使って行っていました。AO入試の論文課題や書類作成などもパソコンで作成しています。手書きでもできないことはないのですが、消しゴムで消す作業が自分には大変なので、書いたり消したりすることが簡単なパソコンを利用しています。アイコンを大きくして見やすくしています。キーボードを速く打てないので、今後大学などで講義のノートを取るのにICレコーダーでの録音を試そうと思っています。
吉田佐保子
勉強する際にノートを取ったり、長文読解問題の英文をスキャナで取り込み、読み上げたりするために、毎日パソコンを使用しています。
小林春彦
原稿用紙に直接書くことが大変なため、作文を行う際にパソコンを役立てています。
瀬戸優磨

勉強用に教科書をスキャナで取り込み、パソコンで見ています。また、テストや模試で、まず僕がパソコンに解答を入力し、それを担任の先生に解答用紙へ記入してもらうようにして行っています。トラックボールを操作しやすいようにマウスの速さを最大に設定しています。
石前翔平
パソコンは学校で毎日使っています。まず、スキャナで教科書を取り込んで、それを閲覧しながら勉強しています。コミュニケーションをとるためにも使っています。
小谷達矢

パソコンに教科書の内容を打ち込みながら学習しています。文字を書くことの負担を減らすことができ、またノートに書きながら学習するのと同様に学習効果が高まります。
北田翔吾
通信制の学校に通っているため、毎日3、4時間eラーニングの学習にパソコンを使用しています。学校のホームページから配信される課題を自分でチェックし、解答しています。
錦織瑞樹

ユーザー補助機能

学校の文化祭のためのホームページ作りでパソコンを使って作業しました。また、大学のオープンキャンパスの情報収集や、レポートの宿題にもパソコンを使用しています。音声の視覚化のユーザー補助機能を使っています。
森島沙央梨

学校の授業でノートを取るときにパソコンを利用しています。家に帰ってからも予習のために2時間程度使用しています。ノートを取る際には、ワードを使っています。図を書いたり、入力できない記号があったりで、最初はとまどったのですが、今は、図は紙に書くようにして、パソコンと併用しています。休日には大学の情報を調べたりもしています。マウスポインタの速度を速く設定することと、ダブルクリックの認識速度を遅く設定することでずいぶん使い易くなりました。
筒井華菜子
大学の電子掲示板のチェックや電子メールのチェック、レポート作成のための調べものなどに、毎日30分から1時間ぐらいパソコンを使用しています。マウスポインタは特大サイズに変更して使っています。
糸野未梨亜

今まで使っていなかったショートカットキーを覚えたら、パソコン操作がずいぶん楽になりました。
斎藤のぞみ
オープンキャンパスの日程や、入試科目、学科の内容といった大学受験に役立つ情報をインターネットで調べたり、メールや学校のレポート課題などでパソコンを利用しています。目が疲れて見えにくくなる時があるため、マウスポインタを大きくして使用しています。時々拡大鏡も使っています。
豊田陽平

SNS
私はほとんど毎日、Windows LIVE SpacesのDO-IT Japan SNSを見たり書いたりしています。私にとってそれは、皆と私を繋ぐ重要なツールです。とても満足しています。
中野まこ

Windows LIVE Spacesは、簡単にDO-IT Japanの仲間とコミュニケーションがとれるので学校ではいまだに会話がしにくい私にとっては一番のストレス解消になっています。
川端舞
Visio

Visioのカレンダーをメモ帳代わりに利用しています。パソコンで行わなければいけない作業を、カレンダーに残しておくことができて便利です。その他にも、アイデアを求めるためのマッピングソフトとしても使用しています。Visioを使ってみてとても満足しています。
船津百合香

僕はVisioをかなりの頻度で使用しています。趣味のプログラミングを行う際も、ソフトウェアの処理の流れが視覚的にわかるのでとても便利です。
市川樹
ICレコーダー

DO-IT Japanのプログラム参加後に、担当の医師からもICレコーダーの活用の重要性を示唆されました。
小倉信治

オープンキャンパスで体験授業を受講した際、家でも内容を聞き返せるようにICレコーダーを使用しました。
関根彩香
ノートを取るのが困難なため、セミナーや講演会に参加したときなどに役立てています。パソコンにデータ化して取り込めるとさらに使いやすくなります。
木下昌

学校での授業の録音にICレコーダーを使用しています。特に難しい授業の理解に役立っています。
柳内英介

点字ディスプレイ

学校で行われているセミナーに参加する時などには必ず点字ディスプレイ（ブレイルメモポケット）を持参しています。小さくて軽いので携帯にとても便利です。大学に入学した際には、教室移動が多いので更に活用できると思います。
高谷春菜

携帯電話電話での聞き取りが難しいため、携帯電話のメールは連絡するのに役立ちます。学校の連絡網通じたやりとりもメールでお願いしています。また携帯電話の辞書機能は勉強にも便利です。荷物が多い日には、機器は携帯電話だけを持ち出して、難しい単語を検索しています。
森島沙央梨

携帯電話であれば、家族との連絡が家に電話するよりも取り易く、緊急事態等で困ったことがあった場合にも対応できるので安心です。
蔵本沙希
環境整備の大切さと難しさ。

東京大学先端科学技術研究センター特任助教　岡耕平

DO-IT Japanスカラーたちがいうように、ITの活用は学業や生活での困難を低減させ、努力だけでは越えられない壁をクリアする手段を与えてくれる。しかしながら、ITを利用できる環境が整わなければ、その効果は発揮されない。
ここで重要なのはITを使いどのように環境を自分に合わせて整備するのかということである。ITの利用はときに周囲から「ずるい」といった誤解を持たれることがある。こと受験に関してはその傾向が強い。しかしながら実際には、文字を書くことが困難な者が解答のためにパソコンを利用する例のように、書くといった動作そのものではなく、答案の内容から正しい評価を得るために利用されるのである。もちろん、使い方によっては、それを利用しない者よりも有利に立つことができる点がITの有効性でもある。しかし、だからこそ、センター試験のような受験場面では、機器利用の妥当性が事前の申請書による審査によって慎重に検討されている。
平等性を確保するためにも、客観性と合理性をもって環境整備のための配慮を適切に申請しなければならない。しかし実はこれが学生には難しい。
私は実験的にDO-IT Japanスカラーに対して、実際に自分がセンター入試を受ける際の配慮（特別措置）の申請を記述するように依頼した。この結果から分かったことは、障害のある本人すら自分の障害に伴う受験の困難を適切に説明できず、申請の客観性はおろか、合理性をも説明しきれない場合が多いということであった。まず、自分の障害が説明ができない。何がどのように、どの程度困難なのか、具体例や数値をもって示すことができない。そして障害と求める配慮の関係を合理的に説明できない。このような結果が意味するところは、自身がうまく生活する環境を整えるための経験や教育が不足しているということである。障害に関する支援の分野では、近隣テクノロジーの利用が促進されつつある。テクノロジーを利用し、どのように環境整備すればいいのかを学ぶ機会を得ることは、今後益々求められるであろう。DO-IT Japanでもこの点について引き続き力を入れていく。

26ページ　主催・共催・協力・後援

運営：DO-IT Japan、東京大学

愛媛大学

香川大学

金沢大学人間社会学域学校教育学類付属特別支援学校

国際基督教大学

専修大学

筑波大学

日本大学

日本社会事業大学

日本福祉大学

広島大学

早稲田大学

（五十音順）

共催：マイクロソフト株式会社

協力：沖電気工業株式会社

オリンパスイメージング株式会社

カゴメ株式会社

京王プラザホテル

ケージーエス株式会社

株式会社資生堂

ソフトバンクモバイル株式会社

株式会社トヨタレンタリース東京

富士通株式会社

株式会社マガジンハウス

後援：厚生労働省、文部科学省

裏表紙
DO-IT Japanに関するお問い合わせはこちらまで

http://doit-japan.org/

